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今回の新型肺炎の患者数増加を２００９年の新型インフルエンザと⽐較する 
 
今回の新型肺炎のデータ 22 ⽇分は「2019 年-2020 年中国武漢における肺炎の流⾏
（Wikipedia）」より、2009 年の新型インフルエンザのデータは「2009 年新型インフルエン
ザの世界的流⾏（Wikipedia）」より得た。 
 
今回の新型肺炎であるが、図のよ
うに感染者数と死者の数が増加し
てきている。 
 
この図を表に直し、感染者数と死
者の数を対数に変換して作図する
と次のグラフとなる。 
 
 
 

 

 
  上の曲線が感染者数の対数 
  下の曲線が死者数の対数 
 
 
 
 



同じく 2009 年の新型インフルエンザについて同様の操作を⾏う。 
 
 

 
 
 
 
 集計法変更→ 
 
 実数以上→ 
 
 
 
 
 
 
  感染者数 
  集計中⽌→ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



左の図は今回の新型肺炎との⽐較のため 22 ⽇⽬までのグラフ、右の図は報告されている全
区間のデータを図にしたものである。 
 

 
 
再度、⽐較のために 22 ⽇⽬までのデータを並べてみると、 
 
今回の新型肺炎              2009 年の新型インフルエンザ 

 
両図を⽐較して、発症者数（⻩⾊）は⽐較的似た曲線となっている。死者数（⾚⾊）は、今
回の新型肺炎のほうが 2009 年の新型インフルエンザよりも厳しい数字となっているように
⾒受けられる。 
 
今回の新型肺炎は Wikipedia によれば「世界保健機関（WHO）の発表によれば新型コロナ
ウイルスによる肺炎の致死率は 3%程度と推定されている」、2009 年の新型インフルエンザ
は「4 ⽉のウイルスは重篤な全⾝症状を⽣じる遺伝⼦を⽋くために季節性インフルエンザと
同様に主に呼吸器の症状にとどまり、3 - 7 ⽉の致死率は約 200 万⼈が死亡したアジア⾵邪
並みの約 0.5%であったが、10 ⽉には致死率は 2 - 9%へ上昇している」とあり、今回の新型
肺炎の致死率が 2009 年の新型インフルエンザの時と同様に上昇してくるようなことがあれ
ば、世界に与える衝撃はより⼤きなものとなる。 
 



なお、発症者数が 2009 年の新型インフルエ
ンザと同じように進むとすると、感染が終息
するまでに約 200 ⽇（７カ⽉）を要し、東京
オリンピック開催の直前ということになる。 
 
今回の新型肺炎の発症者のほとんどは中国
国内であり、これから全世界に発症者が広が
ることになる。2009 年の新型インフルエン
ザの 22 ⽇⽬までの状況（下表、全世界で同
時並⾏的に発祥）とは⼤きく異なり、このこ
とが今回の新型肺炎の⾏⽅がどうなるかを読みにくくしている。 


